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　8月といえばお盆休みの時期ですが、近年、ワーク・ライフ・
バランスの充実が叫ばれ、企業でも新たな休暇制度など取り入
れる動きがみられます。仕事の充実とともに、休暇を活用して個
人・家族生活の充実も図りたいものです。統計によるとバカンス
の本場であるフランスなどの欧州の国々では年間の休暇取得日数
は約140日前後であるのに対し、日本では10 〜 15日程度少ない
状況のようです。制度の違いもありますが、年次有給休暇の取
得率にも差があるようです。一方、我が家の休暇といえば、無計
画のためか、有効活用できていないのが実情です。十分リフレッ
シュして仕事をするためにも、今年は早めの計画を思案中です。

　さて、今月号から入門講座として「鋼の凝固入門」が始まり
ます。凝固はいわゆる鋳造の基礎となる現象であり、鉄鋼製品
を経済的に形成・製造するために必要不可欠の事象です。熱力
学、伝熱、流体、組織形成など多くの分野を跨ぐ技術ですが、
近年では数値シミュレーション技術などの発展も見られます。夏
の休暇も活用して、本入門講座をはじめ、「ふぇらむ」の記事を
ご愛読いただき、会員みなさまの専門技術を深め、視点の幅を
広げる一助となればと願います。 
 （H.T.）
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